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所長 宮里 寧

「
沖
縄
県
学
力
向
上
推
進
５
か
年
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
の
推
進

所

長

宮
里

寧

一
年
の
締
め
く
く
り
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向
け
、
各
学
校
に
お
い
て
様
々
な
取
組
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
、
何
よ
り
健
康
に
一
年
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点

か
ら
「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
な
く
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
を
重
視
し
た
授
業
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
２
０
２
０
年
３
月
に
「
沖
縄
県
学
力
向
上
推
進
５
か
年
プ
ラ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
（
以
下
Ｐ
Ｐ
Ⅱ
）
を
発
行
し
、
今
後
５
年
間
の
「
学
び
の
質
を
高
め
る

授
業
改
善
・
学
校
改
善
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
Ｐ
Ｐ
Ⅱ
」
で
は
、
学
力
向
上
の
取
組
と
し
て
、
３
つ
の
視
点
「
自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
」「
学

び
・
育
ち
の
実
感
」
「
組
織
的
な
関
わ
り
」
か
ら
、
学
び
の
質
を
高
め
る
５
つ
の
具
体
的
な
方
策

「
日
常
化
す
る
」「
そ
ろ
え
る
」「
支
え
る
」「
見
通
す
」「
つ
な
ぐ
」
を
通
し
て
授
業
改
善
・
学
校

改
善
を
推
進
し
、
本
県
幼
児
児
童
生
徒
に
「
新
た
な
時
代
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質

・
能
力
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
学
校
で
は
、「
自
己
肯
定
感
」
や
「
学
力
の
格
差
」

に
問
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
「
そ
ろ
え
る
」
「
つ
な
ぐ
」
「
日

常
化
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
学
力
向
上
推
進
を
重
点
事
項
と
し
、
自
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、「
Ｐ

Ｐ
Ⅱ
」
や
「
問
い
サ
ポ
」
を
活
用
し
て
、
教
職
員
の
授
業
改
善
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
１
）「
そ
ろ
え
る
」

学
校
教
育
目
標
か
ら
目
指
す
子
ど
も
像
を
設
定
し
、
「
Ｐ
Ｐ
Ⅱ
」
の
３
つ
の
視
点
と
５
つ
の
方

策
を
焦
点
化
し
た
取
組
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
学
校
課
題
解
決
に
向
け
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

機
能
を
高
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
『
学
び
の
質
を
高
め
る
授
業
改
善
・
学
校
改
善
』
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
本
校
の
特
色
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
図

り
、
授
業
改
善
・
学
校
改
善
に
向
け
た
校
内
研
究
体
制
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
中
で
児
童
を
見
取
る

視
点
・
観
点
を
全
職
員
で
共
有
し
て
共
通
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
諸
学
力
調
査
等
の

結
果
か
ら
、
実
態
や
課
題
の
認
識
を
共
有
し
、
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め

る
。
と
く
に
課
題
の
あ
る
、
言
語
能
力
向
上
の
取
組
を
重
視
し
た
い
。

（
２
）「
つ
な
ぐ
」

児
童
を
理
解
す
る
た
め
に
、
担
任
だ
け
で
な
く
全
職
員
で
状
況
を
評
価
・
分
析
す
る
場
を
設
定

し
て
諸
活
動
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
生
か
し
、
支
持
的
風
土
づ
く
り
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
安
心
（
居
場
所
づ
く
り
）
」
「
所
属
（
絆
づ
く
り
）
」「
承
認
」
「
自
立
」
を
踏
ま
え
た
学
級
経
営

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
組
織
的
な
活
動
を
大

切
に
し
た
学
級
活
動
や
児
童
生
徒
会
活
動
を
推
奨
し
、
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
。
ま
た
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
踏

ま
え
た
小
中
一
貫
教
育
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
向
け
、
地
域
連
携
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
３
）「
日
常
化
す
る
」

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
、
日
々
の
質
的
授
業
改
善
の
取
組
が
欠
か
せ

な
い
。
ま
ず
児
童
が
学
ん
だ
こ
と
の
意
義
や
価
値
を
実
感
し
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
個
人
内
評
価
等
の
取
組
を
日
常
化
し
た
い
。
ま
た
、
生
徒
指
導
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
自
己
存
在
感
を
与
え
る
」「
共
感
的
な
人
間
関
係
の
育
成
」「
自
己
決
定
の
場
を
与
え
る
」
を
生

か
し
た
授
業
に
努
め
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
た
め
に
、
単
元
を
見
通
し
た

学
習
活
動
の
充
実
を
徹
底
す
る
。
授
業
改
善
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
教
師
の
意
欲
向
上
が
最
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
校
長
と
し
て
、
授
業
参
観
に
努
め
、
教
師
一
人
一
人
の
実
践
の
よ
さ
を

認
め
、
課
題
に
つ
い
て
は
寄
り
添
っ
て
考
え
、
支
援
し
、
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
り
が

い
感
を
高
め
て
い
き
た
い
。
以
上
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
、
一
年
の
総
括
と
し
て
、
あ
な
た
の
学

校
の
現
状
を
踏
ま
え
、
学
び
の
質
を
高
め
る
授
業
改
善
・
学
校
改
善
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
推

進
し
、
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
振
り
返
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

３日 (木) 第1２回 初任者研修【特活 G研】
８日 (火) 第12回 中堅教諭等資質向上研修

10日 (木) 第4回 初任研指導教員等連絡協議

16日 (水) 小中学校 動画編集講座

21日 (月) 小中学校 動画編集講座

新型コロナウイルス感染症の対応等で、オンデマ
ンド配信などの技術の習得が求められるようになっ
ています。そこで、特設講座として、校務の情報化
・業務改善に役立つ、授業動画の作成や情報配信の
仕方についての研修を企画し実施しました。
内容は①Windows標準の「ビデオエディター」「パ

ワーポイント」を活用した動画作成。② YouTube 動
画配信の仕方です。研修者からは、「動画編集をし
ていろいろな教材を作成してみたいです」「学校の
ホームページでアップしてみたいです」という感想
が寄せられました。１２月１６日（水）２１日（月）
にも、「小中学校動画編集講座」を開催いたします。
先生方のご参加をお待ちしております。

研究所図書室には先生方の教材研究や理論研究に役立つ書物
が多数蔵書されています。図書搬送システムを使用しての貸
し出し可能です。是非御利用下さい。今月の新刊紹介です。

書名 著者
『子どもの「学びに向かう力」を支える教師の 松尾 剛 著
「動き」と「言葉』

『ポジティブ＆リフレクティブな子どもを育てる授 中田正弘著
業づくり 「学びに向かう力」を育てるこれからの
学級づくり入門』

『理科の授業を形づくるもの』 鴨川鉄也著

岩下脩の国語授業 「深い学び」を生み出す物 岩下 脩著
語読解の授業システム


